平成２９年度職員意識調査の集計結果について資料１


１　調査概要について（Ｐ．１を参照）
　（１）本調査は、職員の仕事や職場に対する意識等、現在実施している人材育成施策等がどの程度根付いているか把握するために実施。
　（２）回答者は４，０２６名（回答率：６０．８％）

２　調査結果について
（１）問１＿総合満足度（現在の仕事・職場・千葉市役所に総合的にどの程度満足しているか）
満足と回答した者が４２．１％（Ｐ．２を参照）
	満足（７～５と回答した者）
	１，６９２名　
	４２．１％　

	中間（４と回答した者）
	１，４８８名　
	３７．０％　

	不満（３～１と回答した者）
	８３２名　
	２０．７％　

	回答なし
	９名　
	０．２％　

	評価の平均値
	４．３５



（２）問２＿人材育成・活用の満足度（職員の人材育成と活用は、総合的に考えて、十分行われているか）
約４割の者が、行われていると回答している。（Ｐ．５を参照）
	行われている（５～４（満足）と回答した者）
	１，５３３名　
	３８．１％　

	どちらともいえない（３（中間）と回答した者）
	１，６４０名　
	４０．８％　

	行われていない（２～１（不満）と回答した者）
	８３３名　
	２０．７％　

	回答なし
	１５名　
	０．４％　

	評価の平均値
	３．１８



（３）問３＿個別項目ごとの職員の意識及び評価
　　全体的に、職場風土及び意識・心構えに関する設問に対して肯定的な回答が多く、人材育成や人事・労務に関する設問に対しては肯定的な回答が少ない傾向にある。（Ｐ．８～６５を参照）　

ア　肯定的な回答が多かった項目は以下のとおり
	問３－５５
	市民に対し、真摯な対応を心掛けている（Ｐ６４）
	９６．４％

	問３－１２
	自分と同僚・部下との人間関係は良好である（Ｐ２１）
	９０．４％

	問３－２
	現在の自分の仕事の意義・目的は明確である（Ｐ１１）
	８８．０％

	問３－１１
	自分と上司との人間関係は良好である（Ｐ２０）
	８７．３％

	問３－１８
	上司や同僚の仕事に対する態度は、自分の仕事に対する
モチベーションに影響を与える（Ｐ２７）
	８７．２％


※右欄の数字は、回答に占める肯定層の割合（以下同じ）
　　
イ　、肯定的な回答が少なかった項目は以下のとおり
	問３－４０
	人事考課は人材育成に役立っている（Ｐ４９）
	４２．４％

	問３－４３
	将来はより責任あるポジションに就きたい（Ｐ５２）
	４４．１％

	問３－４１
	昇任や昇給には実績や能力が的確に反映されている（Ｐ５０）
	４９．０％

	問３－３６
	千葉市が職員に求めている資質や能力は明確である（Ｐ４５）
	５４．９％

	問３－４２
	人事異動・配置には、自分の能力や適性が考慮されている
（Ｐ５１）
	５６．３％


[bookmark: _GoBack]（４）問４＿人材育成のために特に力を入れるべきだと考えること（Ｐ．６６を参照）
　　人材育成のために特に力を入れるべきだと考えることとして、多かった回答は以下のとおり
	１
	職場での能力開発のための指導・育成の定着・活性化
	１３．２％

	４
	適切な評価
	１３．０％

	５
	人材育成に重点をおいた異動・配置
	１０．５％

	７
	目標となる上司・先輩の存在
	１０．５％

	１４
	仕事を早く終え、自己啓発に取り組める雰囲気づくり
	９．４％


　　
【（５）～（８）については、管理職・監督職（主査級以上）のみ回答】

（５）問５＿部下の育成を十分に行うことができていると思うか（Ｐ．６８を参照）
ア　問５－１　約６割の者がそう思う（４～３と回答した者）と回答している。
	　４．
	そう思う
	４．０％

	　３．
	まあそう思う
	５８．１％

	　２．
	あまりそう思わない
	３５．０％

	　１．
	そう思わない
	２．９％



イ　問５－２　部下の育成を十分に行うことができていない（２～１）と回答した者の、
その理由として多かった回答は以下のとおり（Ｐ．７０を参照）
	１
	仕事が多く、時間がない
	３７．６％

	５
	育成に取り組んでいるが、部下の反応が薄い
	２２．８％

	３
	育成方法がわからない、自信がない
	１５．５％



（６）問６＿組織の運営及び職員の育成指導(以下、「マネジメント」という。)にあたって不安は感じるか
（Ｐ．７１を参照）
ア　問６－１　約７割の者が不安を感じる（４～３と回答した者）と回答している。
	　４．
	常に感じている
	１８．１％

	　３．
	時々感じる
	５３．２％

	　２．
	あまり感じない
	２７．１％

	　１．
	感じない
	１．６％



イ　問６－２　マネジメントに不安を感じると回答した者の、どのような不安があるかに
ついて、多かった回答は以下のとおり（Ｐ．７３を参照）
	３
	所属職員の人数の多さ、少なさ
	１６．０％

	８
	部下の育成
	１５．３％

	１
	所属の業務の困難さ
	１３．２％



（７）問７＿マネジメントを行う上で、不安を感じた時の対処方法（Ｐ．７４を参照）
マネジメントを行う上で、不安を感じた時の対処方法で多かった回答は以下のとおり
	２
	上司や同僚にアドバイスを求めたり、経験談を聞く
	３０．０％

	１
	上司や同僚が実践している（していた）マネジメント手法を
参考にする
	２１．０％

	７
	自身の経験を参考に対処する
	１４．９％


（８）問８＿マネジメントを行う上で、必要な支援（Ｐ．７５を参照）
マネジメントを行う上で、必要な支援として、多かった回答は以下のとおり
	２
	同じ職位の職員との情報交換の場の提供
	３６．６％

	１
	マネジメントの手法に役立つ研修の実施
	２３．５％

	３
	上位の職位の職員からのアドバイス
	２０．２％



（９）問９＿千葉市の人材育成、人事制度、組織風土等についての意見・要望等（Ｐ．７６を参照）
　　千葉市の人材育成等についての自由記述における総意見数は、９９４件であった。
多かった意見は以下のとおり
	１
	人事考課制度に疑問がある、適正・公平とは思えない
	５４件　

	２
	意向・能力に配慮した配置・昇格をしてほしい
	３６件　

	３
	研修の質的向上、機会・定員増加が必要
	３４件　

	４
	（人員不足により）研修、人材育成、自己研鑽に対応できない
	２９件　

	５
	上司・部下・同僚間のコミュニケーションが円滑な組織を作る
	２２件　



３　委員会意見について
　（１）管理職（教える側）と職員（教えられる側）のギャップについて【加瀬委員・細田委員】
全体的に管理職と職員の意識の差異（ギャップ）が見られる。（平均で８．５ポイント管理職の肯定的な回答は多い。）もっとも大きく差が出た質問項目は、問３－３９【Ｐ．４８】：「人事考課のしくみや評価基準を理解している」で約３４ポイントの差があり、次点で問３－６【Ｐ．１５】：「職場の仕事の目標（何をいつまでに、どの程度まで達成するか）は明確である」で約１８ポイントの差が出ている。
　　　なお、ほとんどの項目で、管理職の方が肯定的な回答が多かったが、問３－４６　　　　　【Ｐ．５５】：「各種休暇は満足のいくレベルで取得できている」の項目では、管理職の方が約１４ポイント否定的な回答が多く、職位が上がるにつれて、休暇の取得に不満が出ている。
　
（２）上司が部下の面倒を昔ほど見なくなっている。【押元副会長・芳賀委員】
　　　問３－１１、１２【Ｐ２０，２１】から、各人間関係については、概ね良好と回答している職員が約９０％となっているが、問３－３３【Ｐ．４２】では、「自身の市職員としての成長にもつながる、能力開発、強み・弱み等のアドバイス」については、約４０％が十分にもらえていないとの回答があり、問６－２【Ｐ．７３】からも、「マネジメントにあたって部下の育成に不安」と回答した職員が約１５％であることから、役職に応じたマネジメントの不足が懸念される。
　　
（３）業務改革を進めていく風土【芳賀委員】
　　　問３－５２【Ｐ．６１】から、「千葉市役所の改革・改善を意識して業務に取り組んでいない」と回答した方が約３５％おり、他の項目と比較して、肯定的な回答は少なかったため、千葉市では改革を進めていくような組織風土が定着していないことが懸念される。

（４）女性の管理職について【藤原委員】
　　　問３－４３【Ｐ．５２】から「将来はより責任のあるポジションに就きたい」と回答した職員は、約４４パーセントで、全体的にも肯定層は少ないが、女性については２５％となっており、女性が管理職を希望しないという課題が千葉市でも見受けられる。
